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地域を豊かにするための「脱炭素」

～小水力発電の可能性と地域再エネの実装～



本日の着目ポイント

・地域の豊かさとはなにか

・地域はなぜ豊かにならなかったのか

・脱炭素・ネイチャーポジティブ時代の

地域の「再エネ」の意義
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この構造が続く限り地域は豊かにならない

出典）NotebookLMの図（2026年2月10日作成）を用いて作成4



誘致・公共事業頼みの地域活性化策は限界

財政資金

製造業本社機能

公共事業

ブランチ
工場

所得・雇用
機会の増加

農業の
兼業化

個人消費
拡大

（地域内）（地域外）

注）槇平龍宏（2013）「第2章 地域再生の理論と農山漁村」『農山村再生に挑む－理論から実践まで』岩波書店に
重藤加筆
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• 「循環型社会形成推進基本法」（2000年）成立
を受け、地域の未利用資源の活用への期待が高まった

→資源リサイクル制度は定着
ただしコスト高の壁を乗り越えられず
新たな社会・経済システム構築につながらず
地域の活性化につながらず

• 東日本大震災を機に導入された再エネの大幅導入は、日本の新産業
振興・地域創生が根拠法案に盛り込まれる

→地域は豊かにならず、地域の脱炭素にもつながらず、むしろ昨今のメ
ガソーラー反対運動に見られるように、地域の景観を激変させた
※エネルギー政策を民間主導に（電源立地交付金なし）

地域の追い風のはずだった
地域資源活用の循環型社会・脱炭素社会
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注）内閣府(2023）「地方創生ゼロカーボンシート（令和4年度版）」令和4年度内閣府地方創生ゼロカーボン推進事業に筆者加筆

なぜ地域の活性化につながらないのか：ロジックの欠如
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この下が大事！！

脱炭素対策



「地域」の視点のないエネルギー政策に留意！

出典）堀尾正靱（2025）「序章 「気候危機」と「脱炭素」総論」共生エネルギー実装研究所『最新図説 脱炭素の論点
2025-2026』旬報社、 NotebookLMの図（2026年2月10日作成）を用いて作成8



消費者・地域としてできること

①再生可能エネルギーを重視する電力会社を選択する

※日本の電力供給において火力発電への依存度が約7割と依然高く、
エネルギーシフトが不十分のため、燃料高騰の影響は回避できない。

②自ら再エネを設置し、自家消費率を高める

③地域の再エネ事業を支援

④地域の再エネを地域で消費できる仕組みづくり
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お得な利用のイメージを考える

省エネ＋創出エネ＋自給

出典）辻基樹「人口減少時代のＧＸ：脱炭素ライフスタイルのモデル事例 住宅太陽光活用に係る企業連携」
月刊事業構想2024年9月号10



まとめ① 「選ぶ」と「作る（創る）」で豊かな地域へ

出典）NotebookLMの図（2026年2月10日作成）を用いて作成11



まとめ②「豊かさ」の基準が変化しているなかで、
再エネを「宝」にするか「迷惑施設」にするかは地域次第

・土台（自然資本）がしっかりしているからこその
暮らし・経済

これまでの評価基準 これからの評価基準

・人口資本あってこそ地域は豊かだ！
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地域を豊かにするための「脱炭素」を！



オンライン販売サイト：
https://gefglobalnet.base.shop

https://gefglobalnet.base.shop/
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